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   A statistical analysis was performed on 85 inpatients admitted to at our Urological Department 
during the past 12 years. These patients were 80 years old or older at the time of admission. The 
age, chief complaint, primary disease, mode of operation, and duration of admission of these patients 
were evaluated. According to our classification of diseases, urological tumors were the highest in 
frequency (77 cases). Frequent diseases among urological tumors were benign prostatic hyperplasia 
(60 cases), and therefore transurethral resection of prostate was the most frequent surgery. This 
analysis indicated that operations on elderly patients can be done safely under nongeneral anesthe-
sia unless the case is accompanied by serious complications.











1986年6月 までの14年9ヵ 月に入院 した患者のうち,
第i回 目入院 もしくは手術目的の入院時に80歳ないし
80歳以上の患者85例 である,こ れら患者のうち年齢,


























































Table2。疾 患 の 種類
例数(%)
不 整豚32{4{}.{})





陳 禰性 心 筋 梗 塞6(7.5)



































































内訳は,右 脚プロッ久 期外収縮などで,必 も臨床的
には問題とならない程度のものも含まれている.






























Tab韮e叢2。手 衛 施 行 鍵 の 在 院 期 闘
平均在院日数 43.1日(末施 行例 も含め る と39.5日)









































丁め 圭¢ §、 手街 時 間
最 短 最 長 平 均
2《}分 §時 聞 …5分1驚 …器 当～35}
Table10.術中 輸血 の 有 無
輸 搬 謬穫数3例 ノ6}例〈4.{}%〉
輸 血量平均483.3me

































るの嫉,壷 算 癒液生化学,心 電騒,糠 機能検査など
1978 泌尿紀要33巻12号1987年
である.血 算,生 化学について問題となるのは,貧 血
の有無,低 蛋白血症,肝 機能,腎 機能に関するもので
あり,具 体的には,Hb,TP,GOTIGPT,BUN/Cr
を指標として今回は検討した.高 齢老は,貧 血を伴 う
低蛋白血症が多いが3),Hbに ついては男子正常下限
























ため,手 術を見合せた症例もあった.術 式は,前 立腺
肥大症が多かったため,必 然的にTUR-Pが 多かっ
たが,た だ,恥 骨上式前立腺摘除術が適応となるほど




椎麻酔が第一選択であ り,武 島らの論文4)で も,腰 椎















か しTUR-Pが 多かったこ とを考える と在院期間は
明らかに延長 している.本 院についてみると,TUR.-
Pの 場合,大 半が術後2週 間以内に 退院しては いる
が,や は り80歳以上の高齢者にとっては,TURと い
えどもかな り負担となっていることが推測できる.
結 語





10月3日,仙 台)で 発表 した。
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